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１．はじめに 

 平成 23年 3月 11 日の東北地方太平洋沖地震においては，東北・関東

地方の広い範囲において，宅地盛土の崩壊や擁壁の損傷など，これまで

にない甚大な被害が発生した．なかでも宮城県仙台市では，5,728 宅地

と非常に多くの宅地被害が報告されている 1)．仙台市の被害実態から，

これまであまり報告されてこなかった盛土表層のひな壇部分における

崩壊・変形，ひな壇部分と盛土全体の崩壊・変形との複合型のすべり被

害（特に，ひな壇部分の崩壊・変形が顕著）が多く確認された（写真 1，

図 1 参照）．そこで，本論文では，仙台市の「造成宅地滑動崩落緊急対

策事業」で実施された盛土造成地の調査結果 2)をもとに，滑動崩落によ

り被災した盛土の形状および地下水位，強度特性を整理し，盛土表層の

ひな壇部分における被害要因を分析した結果について報告する． 

２．分析方法 

 仙台市内において深刻な被害を受けた地区のうち約 2 割の 32 地区に

ついて，被災部の地下水位，すべり面の厚さ，盛土形状，盛土の強度特

性について調査した． 
1)「地下水位」，「すべり面の厚さ D1」，「盛土厚さ D2」，「地下水高 H」：各地区のすべり方向の断面を抽出し，盛土

の中央付近を着目位置として，図 2 を参考に値を読み取った． 
2)「ひな壇部分の傾斜角 h／W」:ひな壇部分の高さ h を幅 W で除し，傾斜角に変換した値を用いた． 
3)「N 値」および「せん断波速度」：各地区のすべり方向の断面を抽出し，各深度の N 値とせん断波速度 Vs の値を

カウントした．なお，整理に当たっては，粘性土もしくは砂質土に分けて整理した．例として，図 3 に断面

図を示す．各断面に数本の柱状図が示されている場合には，それらをすべてカウントしている． 
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写真 1 盛土表層ひな壇部分での 

変形・崩壊被害写真 

 

図 1 複合すべりの模式図 
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図 3  N 値とせん断波速度の読み取り例 図 2 盛土形状の読み取り例 

a)平面図 

b)縦断図 
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３．盛土形状および地下水位，強度特性 

すべり面の厚さ D1 は，2m～6m が主体であることがわかる(図
4)．盛土厚さ D2 との比を取ると（D1/D2），盛土と地山の境界部

でのすべり（すなわち，D1/D2=1）が，10 地区／30 地区であり，

そのほかの地区は，盛土内（盛土表層のひな壇部分）ですべりが

発生していることがわかる(図 5)．また，地下水高 H と盛土厚さ

D2 との比をとると（H/D2），0.2～0.8 が主体であり，盛土内の浅

い位置に地下水が滞留していることがわかる(図 6)．現地踏査や地

下水調査から，この地下水は，地山からの流入水が宙水状に滞留

しているものと推察される． 
ひな壇部分の傾斜角と地下水位の関係を図 7 に示す．傾斜角は

5°以上と急であり，傾斜角に係らず，地下水位は GL-2m～6m
に分布しており，傾斜が急でも地下水位が高い点が特徴的である． 

続いて，すべり面内の N 値とせん断波速度を図 8～11 に示す． 
N 値は砂質土で概ね N≦10（特に N≦5 が主体），粘性土で N≦4
が多く分布し，せん断波速度は 140m/s～200m/s に多く分布して

おり，強度が低い盛土での被害であったことが分かる． 
４．まとめ 

本論文では，滑動崩落により被災した盛土の形状および強度特

性を調査し，被害要因を分析した．結果を以下に示す． 
・ 盛土と地山の境界部だけでなく，盛土内部（盛土表層のひな壇

部分）ですべりが発生した地区が多く確認された． 
・ 傾斜が急な盛土表層のひな壇部分に，地山からの流入水が宙水

状に滞留し，強度も小さいことなどが盛土表層のひな壇部分に

おける崩壊・変形につながったと考えられる． 
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図 4 すべり面の厚さ D1 の頻度分布 

図 5 D1/D2 の頻度分布 

図 6 H/D2 の頻度分布 

図 7 地下水位とひな壇部の傾斜角 

図 8 すべり面内の N 値（砂質土） 図 9 すべり面内の N 値（粘性土） 

図 10 すべり面内のせん断波速度（砂質土） 図 11 すべり面内のせん断波速度（粘性土） 
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